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発表する大槌高校の生徒

地域防災フォーラム
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岩
手
大
学
地
域
防
災
研

究
セ
ン
タ
ー
（
小
笠
原
敏

記
セ
ン
タ
ー
長
）
が
主
催

す
る
地
域
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
こ
の
ほ
ど
、
岩
手
大

学
銀
河
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
「
い
わ
て
発
、
高
校
生

に
よ
る
地
域
防
災
・
復
興
」

と
題
し
て
、
県
内
の
高
校

生
た
ち
が
地
域
の
防
災
に

向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

高
校
生
に
よ
る
防
災
・
復

興
活
動
の
発
表
を
通
し

て
、
教
育
関
係
者
や
市
民

が
防
災
教
育
と
復
興
教
育

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
か

れ
た
。
当
日
は
西
和
賀
高

等
学
校
、
宮
古
水
産
高
等

学
校
、
大
槌
高
等
学
校
、

釜
石
高
等
学
校
の
４
校

が
、
各
校
に
お
け
る
防
災

活
動
に
つ
い
て
発
表
し

た
。

　
こ
の
う
ち
大
槌
高
校
か

ら
は
、
３
年
生
の
阿
部
豊

さ
ん
と
伊
藤
凱
さ
ん
が

「
学
生
の
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
の
避
難
訓
練
の

在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
事

例
発
表
。
具
体
的
な
避
難

訓
練
の
日
時
や
内
容
を
事

前
に
公
表
し
な
い
、
生
徒

が
考
え
る
避
難
訓
練
の
内

容
を
紹
介
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
結
果
に
つ

い
て
、
自
分
た
ち
で
考
え

て
避
難
す
る
こ
と
、
周
り

を
見
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
、
自
助
と
共
助
の
行

動
と
い
う
成
果
が
得
ら
れ

た
と
し
て
、
今
後
は
避
難

所
運
営
体
験
の
実
施
も
検

討
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
釜
石
高
校
は
、
３
年
生

の
加
藤
祢
音
さ
ん
と
山
陰

皇
騎
さ
ん
が
登
壇
し
「
夢

団
が
つ
な
ぐ
未
来
〜
命
を

守
る
防
災
の
バ
ト
ン
」
と

題
し
て
報
告
。
３
月
に
実

施
し
た
能
登
研
修
や
、
能

登
高
校
と
の
交
流
を
通
し

て
、
支
援
者
側
の
意
識
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た

と
話
し
た
。
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中
大
規
模
木
造
建
築
設
計
技
術
者
等
育
成
講
座

　
県
は
こ
の
ほ
ど
、
中
大

規
模
木
造
建
築
設
計
技
術

者
等
育
成
講
座
木
材
利
用

研
修
会
を
、
盛
岡
市
の
岩

手
教
育
会
館
で
開
催
し

た
。
講
師
に
、
㈱
八
洲
建

築
設
計
事
務
所
企
画
部
の

木
浪
長
寿
統
括
部
長
、
㈱
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Ｇ
の
安
藤

耕
作
代
表
取
締
役
を
招

き
、
木
材
を
活
用
し
た
校

舎
整
備
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
た
。

　
今
回
の
講
演
の
実
例
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
青
森
県
六
戸
町
で
４

月
か
ら
供
用
さ
れ
て
い
る

町
立
義
務
教
育
学
校
六
戸

学
園
。
町
立
小
学
校
３
校

と
町
立
中
学
校
２
校
を
再

編
し
た
、
木
造
一
部
鉄
骨

造
の
地
上
３
階
建
て
で
、

校
舎
、
屋
内
運
動
場
、
図

書
館
部
分
を
含
め
た
延
べ

床
面
積
は
１
万
５
４
９
０

・
７
９
平
方
㍍
と
な
っ
て

い
る
。

　
木
浪
統
括
部
長
は
「
地

域
と
未
来
を
育
む
、
ぬ
く

も
り
あ
ふ
れ
る
木
造
３
階

建
て
校
舎
」、安
藤
代
表
取

締
役
は
「
学
校
建
築
を
木

質
構
造
で
作
る
楽
し
さ
・

お
も
し
ろ
さ
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
県
建
築
士

事
務
所
協
会
の
佐
々
木
章

会
長
は
「
本
県
は
わ
が
国

有
数
の
森
林
県
で
、
戦
後

植
林
し
た
木
々
が
伐
採
時

期
を
迎
え
て
い
る
。
資
源

を
活
用
し
、
環
境
の
良
い

住
ま
い
や
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
、
地
球
環
境
の

保
全
や
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
述
べ
、
木
材
利

用
拡
大
と
木
造
建
築
推
進

へ
の
活
用
に
期
待
を
寄
せ

た
。

　
木
浪
統
括
部
長
は
、
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら
建

物
の
概
要
や
工
夫
に
つ
い

て
解
説
。
教
室
の
天
井
に

二
重
天
井
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
経
済
設
計
や
自
由

な
配
管
が
可
能
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
施
工
性
が
向

上
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　
安
藤
代
表
取
締
役
は
、

構
造
の
工
夫
を
ス
ケ
ッ
チ

や
実
際
の
写
真
を
交
え
て

紹
介
。「
六
戸
と
い
う
地
名

に
ち
な
み
、
六
角
形
の
構

造
を
取
り
入
れ
た
」
と
意

匠
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
紹
介

し
、
施
工
中
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
て
語
っ
た
。

　
講
演
後
に
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
で
は
「
校
舎
が
利

用
さ
れ
な
く
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
活
用
を

考
え
て
い
る
か
」
「
具
体

的
に
コ
ス
ト
は
ど
の
程
度

か
か
っ
た
の
か
」
と
い
っ

た
質
問
が
挙
が
り
、
講
師

が
質
問
に
回
答
し
た
。

道路関係横軸２団体の合同総会

本宮長田町線で道路の清掃活動を実施
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県
盛
岡
土
木
Ｃ
級
会

（
吉
田
将
太
会
長
）
は
９

日
、
一
般
県
道
本
宮
長
田

町
線
の
杜
の
大
橋
か
ら
国

道

号
盛
岡
西
バ
イ
パ
ス

と
の
交
差
点
ま
で
の
区
間

で
道
路
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
た
。

　
同
Ｃ
級
会
で
は
、
春
・

秋
の
御
所
湖
清
掃
や
北
上

川
の
河
川
清
掃
、
盛
岡
市

内
丸
の
歩
道
の
落
ち
葉
清

掃
な
ど
、
多
く
の
社
会
貢

献
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。

　
今
回
の
道
路
清
掃
は
、

８
月

日
の
「
道
の
日
」

に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
同
Ｃ
級
会
活
動
の

柱
の
一
つ
。
同
日
は
、
会

員
企
業
の
中
か
ら

社

人
が
参
加
し
て
作
業
を
実

施
し
た
。

　
作
業
を
前
に
吉
田
会
長

は
、「
長
期
休
暇
の
前
に
け

が
を
し
な
い
よ
う
、
安
全

に
留
意
し
て
作
業
を
行
っ

て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
た
。

　
同
Ｃ
級
会
で
は
、
社
会

貢
献
活
動
用
に
「
盛
岡
土

木
Ｃ
級
会
」
「
地
域
貢
献

活
動
」
の
の
ぼ
り
を
用
意

し
た
。
ピ
ン
ク
と
黄
色
の

蛍
光
色
で
、
限
ら
れ
た
人

数
で
作
業
す
る
際
に
交
通

誘
導
担
当
者
を
置
く
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
遠
く

か
ら
で
も
分
か
り
や
す
い

色
を
選
ん
だ
と
い
う
。

　
杜
の
大
橋
を
含
む
本
宮

長
田
町
線
は
、
盛
岡
駅
西

口
地
区
と
盛
南
地
区
を
結

ぶ
幹
線
道
路
。
沿
道
に
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
立
ち
並
び
、
歩
道
に
は

美
し
い
植
栽
が
施
さ
れ
て

い
る
。
参
加
者
は
歩
道
だ

け
で
な
く
、
樹
木
の
下
に

あ
る
ご
み
も
拾
い
集
め

た
。
ま
た
持
ち
場
で
の
活

動
を
終
え
た
参
加
者
ら

は
、
集
合
場
所
の
中
央
公

園
内
の
ご
み
も
拾
っ
て
い

た
。

　
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
高

規
格
化
・
指
定
区
間
編
入

促
進
期
成
同
盟
会
、
宮
古

・
盛
岡
・
秋
田
間
国
道
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会

長
・
中
村
尚
道
宮
古
市
長
）

の
道
路
関
係
横
軸
２
団
体

は
こ
の
ほ
ど
、

年
度
の

合
同
総
会
を
盛
岡
市
の
盛

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

き
、

年
度
事
業
計
画
な

ど
を
決
定
し
た
。
２
団
体

は
国
道

号
、

号
、
１

０
６
号
の
整
備
促
進
や
高

規
格
化
な
ど
に
関
し
て
、

政
府
与
党
や
国
な
ど
の
関

係
機
関
に
要
望
を
実
施
す

る
。

　
総
会
に
は
国
道

号
、

号
、
１
０
６
号
に
お
け

る
岩
手
、
秋
田
両
県
の
沿

線
市
町
村
長
や
議
会
議
長

ら
約

人
が
出
席
。
来
賓

と
し
て
両
県
、
東
北
地
方

整
備
局
の
岩
手
河
川
国
道

事
務
所
、
三
陸
国
道
事
務

所
、
秋
田
河
川
国
道
事
務

所
、
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
の
関
係
代
表
者
ら
が

出
席
し
た
。

　
両
同
盟
会
を
代
表
し
、

中
村
会
長
は
「
日
本
海
と

太
平
洋
を
つ
な
ぐ
横
軸
道

路
の
整
備
は
、
災
害
に
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
高
規
格
化

が
必
要
だ
。
各
市
町
村
や

県
な
ど
と
協
力
し
て
要
望

活
動
を
粘
り
強
く
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
し
て
、
参

加
者
の
さ
ら
な
る
団
結
を

呼
び
掛
け
た
。

　
来
賓
の
う
ち
、
達
増
拓

也
知
事
（
小
野
寺
淳
県
土

整
備
部
道
路
担
当
技
監
代

読
）
は
、「
国
道

号
、

号
、
１
０
６
号
は
国
土
強

靱
化
を
推
進
し
、
地
域
交

流
の
円
滑
化
・
活
発
化
を

図
っ
て
い
く
上
で
極
め
て

重
要
な
道
路
。
全
線
の
高

規
格
化
や
三
陸
沿
岸
道
路

と
の
一
体
的
な
管
理
、
盛

岡
西
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線

化
事
業
の
早
期
完
成
に
向

け
、
国
に
強
く
働
き
掛
け

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
鈴
木
健
太
秋
田
県
知
事

（
近
藤
雅
建
設
部
産
業
振

興
統
括
監
代
読
）
は
、「
国

道

号
、

号
、
１
０
６

号
は
主
要
な
幹
線
道
路
で

あ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

な
ど
の
観
点
か
ら
も
地
域

創
生
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
路
線
と
い
え
る
。
シ

ー
ム
レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
は
両
県
の
発
展

に
欠
く
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
語
っ
た
。

　
総
会
で
は
、

年
度
の

事
業
計
画
や
収
入
支
出
予

算
案
な
ど
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
通
り
決
定

し
た
。
同
国
道
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
の
総
会
で

は
、
今
後
の
要
望
活
動
に

生
か
す
た
め
の
決
議
文
を

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　
国
道
３
路
線
は
、
日
本

海
側
か
ら
太
平
洋
側
ま
で

を
結
ぶ
主
要
な
幹
線
道
路

と
し
て
、
地
域
の
産
業
振

興
や
交
流
、
災
害
発
生
時

の
迅
速
な
復
旧
・
復
興
な

ど
を
支
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
両
同
盟
会

は
、
道
路
の
整
備
促
進
や

高
規
格
化
な
ど
に
関
し

て
、
関
係
機
関
に
対
す
る

要
望
活
動
を
連
携
し
て
実

施
し
て
き
た
。

年
度
に

お
い
て
は
、
政
府
与
党
や

両
県
選
出
国
会
議
員
、
国

土
交
通
省
な
ど
、
関
係
機

関
へ
の
要
望
を
展
開
す
る

予
定
だ
。

　
採
択
さ
れ
た
決
議
文
に

は
、
▽
田
鎖
蟇
目
道
路
と

箱
石
達
曽
部
道
路
の
整
備

促
進
や
、
計
画
路
線
全
線

の
高
規
格
化
を
図
り
、
災

害
に
強
い
命
の
道
を
国
に

よ
り
整
備
す
る
こ
と
▽
盛

岡
秋
田
道
路
「
生
保
内
〜

卒
田
」
の
計
画
段
階
評
価

を
進
め
る
た
め
の
調
査
を

推
進
す
る
こ
と
▽
災
害
へ

の
備
え
と
観
光
等
の
経
済

活
動
拡
大
の
た
め
、
高
規

格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
、
高
規
格
道

路
と
直
轄
国
道
と
の
ダ
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
シ

ー
ム
レ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と

―
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
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国
土
交
通
省
不
動
産
・

建
設
経
済
局
の
羽
矢
憲
史

国
際
市
場
課
長
＝
写
真
＝

が
就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
、
２
０
２
７
年
度
に

始
ま
る
育
成
就
労
制
度
に

つ
い
て
「
外
国
人
の
中
長

期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ

な
が
る
制
度
構
築
が
必
要

だ
」と
の
考
え
を
語
っ
た
。

「
帰
国
し
た
外
国
人
技
術

者
・
技
能
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
建
設
業
の
海
外

展
開
に
も
生
か
し
た
い
」

と
も
話
し
た
。

　
国
交
省
は
今
年
６
月
、

技
能
実
習
に
代
わ
っ
て

年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
育

成
就
労
制
度
に
つ
い
て
、

建
設
分
野
の
運
用
指
針
を

議
論
す
る
有
識
者
検
討
会

を
立
ち
上
げ
た
。

　
羽
矢
氏
は
、
建
設
分
野

の
育
成
就
労
制
度
に
つ
い

て
「
建
設
業
の
人
手
不
足

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

受
け
入
れ
期
間
で
あ
る
３

年
間
で
技
能
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
仕
組
み
を
つ
く

る
」
と
述
べ
た
。

　
「
円
滑
、
適
正
な
外
国

人
受
け
入
れ
が
ま
ず
は
大

事
だ
」と
の
認
識
を
示
し
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
登
録
義
務
や
、

建
設
技
能
人
材
機
構
を
通

じ
た
受
け
入
れ
支
援
な

ど
、
建
設
分
野
の
独
自
の

措
置
を
例
に
挙
げ
、「
こ
う

し
た
措
置
を
今
後
も
両
輪

で
進
め
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
続
け
た
。

　
建
設
業
の

海
外
展
開
に

つ

い

て

は

「
今
後
、
人

口
減
少
が
建

設
業
の
成
長

の
制
約
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
海
外
展

開
は
極
め
て
重
要
だ
」
と

述
べ
た
。

　
そ
の
上
で
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
年
間

兆
円
の

海
外
受
注
を
目
指
す
と
し

た
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
海

外
展
開
戦
略
に
触
れ
、「
目

標
達
成
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
日
本
企
業
と
現
地
企

業
の
関
係
構
築
や
セ
ミ
ナ

ー
開
催
な
ど
の
支
援
に
力

を
入
れ
た
い
」
と
の
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
羽
矢
憲
史
氏
（
は
や
・

け
ん
じ
）
東
京
大
学
法
学

部
卒
。
２
０
０
０
年
４
月

旧
運
輸
省
採
用
。
在
米
国

日
本
大
使
館
参
事
官
、
国

交
省
国
際
統
括
室
参
事

官
、
観
光
庁
観
光
産
業
課

長
な
ど
を
経
て
７
月
か
ら

現
職
。

歳
、
兵
庫
県
出

身
。

　
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
と
愛
知
県
は
こ
の
ほ

ど
、

年
技
能
五
輪
国
際

大
会
日
本
組
織
委
員
会
を

設
立
し
、
都
内
で
設
立
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。

委
員
会
の
特
別
顧
問
と
し

て
参
加
し
た
福
岡
資
麿
厚

生
労
働
相
は
、「
日
本
で
の

開
催
は
、
若
い
世
代
を
は

じ
め
、
多
く
の
人
に
技
能

の
素
晴
ら
し
さ
や
日
本
の

優
れ
た
技
能
を
伝
え
る
絶

好
の
機
会
に
な
る
」
と
述

べ
、
設
立
を
祝
っ
た
。

　
委
員
会
の
会
長
を
務
め

る
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
の
筒
井
義
信
会
長
は
、

「
世
界
中
の
若
者
が
高
度

な
技
能
を
競
い
合
う
と
と

も
に
互
い
に
学
び
合
い
、

高
め
合
う
極
め
て
意
義
深

い
大
会
だ
。
大
会
の
成
功

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

む
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
開
催
県
と
な
る
愛
知
県

の
大
村
秀
章
知
事
は
、「
愛

知
県
は
、
日
本
一
の
も
の

づ
く
り
産
業
の
集
積
地

で
、
多
く
の
技
能
者
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
発
展
し
て

き
た
」
と
し
た
上
で
、「
大

会
で
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
グ
レ
ー
ド
、
最
先

端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使

し
、
高
揚
感
と
感
動
を
届

け
た
い
」
と
話
し
た
。

　
技
能
五
輪
国
際
大
会

は
、
職
業
訓
練
の
振
興
と

技
能
水
準
の
向
上
、
国
際

交
流
・
親
善
を
目
的
に
、

２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て

い
る
。
日
本
で
開
催
さ
れ

る
の
は
、

年
ぶ
り
４
度

目
と
な
る
。

　
開
催
時
期
は
２
０
２
８

年

月

〜

日
の
４
日

間
で
、
メ
イ
ン
の
会
場
は

愛
知
県
国
際
展
示
場
。
他

に
約
５
万
平
方
㍍
の
仮
設

会
場
を
整
備
す
る
予
定

だ
。

の
国
・
地
域
か
ら
、

約
１
７
０
０
人
の
選
手
が

参
加
し
、

職
種
で
競
う
。

目
標
来
場
者
数
は
約

万

人
を
目
指
す
。


